
NEWS LETTER Plus  No.28

Earthquake Research Institute, 

The University of Tokyo

『恒例関東献上使日記』（東京大学史料編纂所 所蔵）
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2 017年4月、東京大学の
地震研究所と史料編纂所が連携して、

地震火山史料連携研究機構が設立された。
地震学者と歴史学者が協力して
史料の収集と分析を行い、
日本の歴史時代における地震・火山活動の
科学的なデータベースの構築を目指す。
その取り組みについて、
地震研究所地震予知研究センターの
西山昭仁助教と片桐昭彦特任研究員に聞いた。



地震学者と歴史学者が協力
　地震・火山現象の科学的な解明と災害の
軽減への貢献を目指す地震研究所。前近代
の日本史史料に関する収集・研究・編纂を行
う史料編纂所。東京大学の二つの研究所
が連携し、2017年4月、地震火山史料連携
研究機構が誕生した。構想段階から関わっ
てきた西山昭仁助教は、「史料編纂所が所
蔵する膨大な史料から地震・火山活動に関
する記録を抽出してデータベースを構築し、
前近代の地震・火山活動について分析する
ことが、地震火山史料連携研究機構の大き
な目的です」と語る。
　地震研究所には地震・火山の膨大な観測
データが蓄積されている。なぜ、史料の記録
を用いる必要があるのだろうか。「機器によ
る地震・火山活動の観測が始まったのは明
治時代の初めで、全国的な観測が行われて
まだ100年ほどしか経過していません。同じ

地域で巨大地震や大地震が発生するのは
数百から数千年に一度です。巨大地震や大
地震の発生を長期的に予測しようとしたら、
100年分のデータでは足らないのです。一
方、日本には1,000年以上も前に書かれた
史料が残されていて、その中には地震や火
山の噴火についても記されています。近代的
な観測機器がなかった時代の記録を収集し
て分析することは、地震・火山活動の長期的
な予測に役立つと考えられます。ただし、その
ような取り組みは決して新しいわけではなく、
実は100年前から行われていました」と西山
助教。例えば1971〜73年に地震研究所
所長を務めた宇佐美龍夫東京大学名誉教
授（地震学）らは、全国各地から収集した史
料をもとに『新収日本地震史料』を編纂・刊
行し、日本列島とその周辺で発生した千数
百年にわたる被害地震を『日本被害地震総
覧』にカタログ化している。
　しかし西山助教は、「これまでの史料を用
いた歴史地震の研究には、いくつかの問題
点がありました」と指摘する。「問題点の一つ
は、史料を用いた研究が地震学者を中心に

行われてきたことです」。地震学者は、史料の
記述から「地震」の文字を探し出し、その前後
だけを読んで判断しがちだ。そのため、例えば
岡山藩の史料に「地震」の文字があると、岡
山城下で地震を感じたと誤った理解をしてし
まうことがある。しかし、史料の成立過程を分
析し全体を通して読むと、実際は江戸で感じ
た地震であったことが分かる場合もあるのだ。

「史料に書かれていることを正しく読み取る
には、地震の専門家である地震学者と、史料
の取り扱いに慣れた歴史学者が協力するこ
とが不可欠です」。そう語る西山助教は、文
学の博士号を持つ歴史学者である。

日記史料から
有感地震に関する記録を抽出
　西山助教らは現在、日記史料から有感地
震に関する記録を抽出してデータベースを構
築しようとしている。「これまで歴史地震として
注目されてきたのは、大きな被害について記
されている巨大地震や大地震です。一方、私
たちが注目しているのは、被害はないが揺れ
を感じたと記録されている有感地震です」と

日記史料から
有感地震データベース
を構築

地震予知研究センター

西山昭仁 助教　片桐昭彦 特任研究員

図1　『斎藤月岑日記』安政2年10月2〜9日（1855年11月11〜18日）の記録（東京大学史料編纂所 所蔵）
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西山助教。「有感地震は数が多く、その時間
的・空間的な分布を調べると巨大地震や大
地震の発生に至る地震活動の変化が見え
てくるはずです。それは、近い将来に発生する
といわれている南海トラフを震源とする巨大
地震の予測に役立つと考えています」
　史料には、歴史書のような編纂物、日記、
文書、絵図など、さまざまな種類がある。なぜ
日記なのだろうか。西山助教は、被害がない
小さな有感地震も記されていること、記録さ
れた場所が特定できること、同じ人が記録し
ているので長期間にわたって連続して安定し
た情報が得られることを、その理由に挙げる。

「日本各地には役人や知識人、商人が書い
たものがたくさん残されていて、京都や奈良
に限れば1,000年も昔に書かれたものまで
あるので、大量の日記史料の記録を扱うには
データベース化が不可欠です」
　片桐昭彦特任研究員は、史料編纂所の
水野 嶺学術支援専門職員（歴史学）と共
に、日記史料から地震に関する記録を抽出し
データベース化する作業を行っている。片桐
特任研究員も史学の博士号を持つ歴史学
者だ。まず、史料編纂所に所蔵されている日
記史料から、長期間の記録があり、「地震」
の記載がよく出てくるものを選定する。
　そのような日記史料の一つが、江戸時代後
期から明治時代初期にかけての江戸・東京
の町人である斎藤月
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の日記である（図1）。
安政2年10月2日（1855年11月11日）条
には「夜四時半（現行時刻22時）頃、大地
震、土蔵壁残らすふるひ落候、瓦も不残落
る」、翌3日条には「度々小地しん有」と記さ
れている。10月2日の記録は、安政江戸地
震（関東南部を震源とする推定マグニチュー
ド（M）7程度の地震。江戸では推定震度6
の揺れがあり、家屋倒壊や大火による死者
は少なくとも7,000人以上）が起きたときの
ものである。地震の記録が見つかると、日記
史料名、年月日（太陰暦・太陽暦）、時刻、地
震に関する記述、揺れの大きさ（大・中・小）、
気象などの自然現象、記録場所、史料本文
の抜粋などをデータシートに入力していく。
　また、表紙写真の『恒例関東献上使日記』
は、嘉永7年（安政元年・1854年）に京都
の聖護院から江戸へ派遣された使者、小嶋
春道の日記である。春道は11月4日に、道中
の駿河（静岡県東部）で安政東海地震（推
定M8.4）に遭遇し記録に残した。その後の
道中各所での震災の様子も記録されており、
貴重な史料といえる。史料編纂所では、この
ような既刊の地震史料集に収録されていな
い新たな史料も収集している。
　しかし、現存する日記史料が全て史料編

纂所に所蔵されているわけではない。「良い
日記史料があると聞けば、日本中どこにでも
出掛けていきます」と片桐特任研究員。「例
えば、長野県麻

お

績
み

村の役場に江戸時代後
期から明治時代初期にかけての日記が保管
されていることが分かり、訪ねていきました。
初めての史料を手にするときは、何が書かれ
ているのだろうとワクワクします」
　それは、信濃国筑摩郡麻績町村（現在
の長野県東筑摩郡麻績村）の名

な

主
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を務め
た岩淵（葦沢）家当主である源右衛門が
嘉永2年（1849年）から明治21年（1888
年）に記した『役用日記帳』と『歳中日記帳』
である。『歳中日記帳』の嘉永7年11月4日

（1854年12月23日）条には、「四日巳、朝
はあて有り、後天気、朝五ツ時（現行時刻7
〜9時頃）大地震、人々表ヘ出ル、夜四ツ時

（21〜23時頃）地震有り、又九ツ時（23時
〜1時頃）小々地震有り」と記されている。
　麻績は善光寺街道沿いにあり、江戸時代
には宿場として栄えた。日記史料の調査・撮
影を終えた片桐特任研究員らが旧街道沿い
を実地調査していると、江戸時代後期の麻
績宿を描いた絵図を用いた案内板があった。

「絵図に日記の筆者である源右衛門の家を
見つけました。その家があった場所に行き、位
置（緯度・経度）を特定することもできました。
もちろん、その情報もデータベースに入力し
ています」と片桐特任研究員。

日記史料に基づく
有感地震の時空間分布図を公開
　データベースには2018年3月末現在、4
件の日記史料に記された弘化4年（1847
年）から安政3年（1856年）まで10年間
の有感地震の記録と、16件の日記史料に

記された安政元年（1854年）から安政3年
（1856年）まで3年間の有感地震の記録、
合計約2,300件が登録されている。このデ
ータベースをもとに地理情報システムを用い
て、いつ、どこで有感地震があったかを示した
時空間分布図を作成し、地震火山史料連携
研究機構のホームページで公開している（図
2）。安政元年には伊賀上野地震（推定M7
程度）や安政東海地震・安政南海地震（い
ずれも推定M8.4）、安政2年には安政江戸
地震が発生している。その前後に周辺地域
で有感地震の発生状況に変化が生じた様
子が分かる。
　西山助教は「日記史料ならではの難しさも
あります」と言う。例えば、地震の揺れが大き
いか小さいかの判断には、どうしても筆者の
主観が入ってしまう。「より正確性を高めるに
は、同じ地域の記録の数を増やして平均化し
ていく必要があります」と片桐特任研究員が
続ける。これから日記史料の地点数と期間を
増やしていく計画だ。
　文理融合研究は難しいともいわれる。西
山助教は、「地震学者の研究に貢献するだ
けでなく、史料から震度や火山噴火による降
灰範囲など物理量を推定する高度な解析手
法を確立して、史料の理学的な有用性を高
めたり、未発見の新たな地震関連史料を掘
り起こしたり、歴史学者にとっても学問的に
意義のある魅力的な取り組みにする必要が
あります」と指摘する。そして、力強くこう結ん
だ。「地震研究所に所属する歴史学者だか
らこそ、できることは多いはずです。歴史学と
地震学の懸け橋となり、文系と理系の新た
な協働を推し進めて、地震火山史料連携研
究機構の取り組みのさらなる発展を目指しま
す」

（取材・執筆／鈴木志乃）

図2 日記史料に基づく有感地震の時空間分布図。図中の丸印は安政2年10月2日（1855年11月11
日）の安政江戸地震の有感場所の分布を示し、丸印の大きさは揺れの大きさ（大・中・小）に対応して
いる。http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/project/eri-hi-cro/research/index.htmlで動画を公開。
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最近の研究から

最近の研究を紹介するコンテンツ「最近の研究から」に
新たな論文が追加されています。
http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/researchlist/
◦四国地方における深部超低周波地震活動の時空間

分布
◦海洋アセノスフェアの「柔らかさ」を観測する新たな手段
◦IceCubeで観測されたTeV（テラ・エレクトロンボルト）

領域のエネルギーを持つニュートリノの地球による吸
収を用いた反応断面積測定

◦長期観測型海底地震計を用いた伊豆小笠原西之島
火山の連続地震モニタリング観測

報告

●地震波伝搬装置のミニチュア版
　「Mini-seis」誕生
地震波伝搬装置は、地震のP波・S波の伝わり方を視覚
的に見ることができます。地震研究所にある従来の装置
は大きく、持ち運びができませんでした。今回、小型・軽量
で持ち運び可能なミニチュア版、通称「M

ミ ニ サ イ ズ

ini-seis」が、
技術開発室によって製作されました。下記URLに、使用
方法のほかP波・S波についての解説も掲載しています。
教育目的に限り貸し出しもしていますので、ご希望の方は
広報アウトリーチ室までご連絡ください。
http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/2018/01/17/wave/
●「Waves from the underground
　─地震観測について─」公開
地震の観測についての動画「Waves from the under- 
ground─地震観測について─」が、下記URLよりご覧
いただけます。地震の観測や研究を行っている技術者や
研究者は、どのような活動をし、何を目指しているかを知っ
ていただければと思います。
http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/outreach/movie/
●平成29年度職員研修会開催
2018年1月24〜26日に、所内外の技術職員の発表を
主とした職員研修会が開催されました。全国の大学から
技術職員15名が来所し、技術発表（口頭・ポスター）や
地震火山災害予防賞表彰式が行われました。2日目には
所外研修を実施しました。

簡単に分解・組み立てができる。

地震火山災害予防賞を受賞した小諸観測所の辻 浩技術専門員（右）

告知

⃝2018年4月9〜13日　欧州地球科学連合
（EGU）に出展予定

⃝2018年5月11日　「懇談の場」を地震研
究所1号館2階セミナー室にて17時30分よ
り開催予定です。今号の特集「日記史料か
ら有感地震データベースを構築」について、
西山昭仁助教によるお話です。お気軽にご
参加ください。

⃝2018年5月20〜24日　日本地球惑星科
学連合大会（JpGU）に出展予定

⃝2018年6月3〜8日　アジア・オセアニア地
球科学連合大会（AOGS）に出展予定

⃝2018年8月1日　地震研究所一般公開開
催予定

人事異動
●2018年3月31日
定年退職 地球計測系研究部門  教授  加藤照之  
 火山噴火予知研究センター  教授  中田節也 
辞職 地震火山噴火予知研究推進センター  教授  黒石裕樹 
 物質科学系研究部門  助教  折橋裕二
 観測開発基盤センター 助教  前田拓人
 技術部総合観測室  技術職員  諏訪祥士
●2018年4月1日
採用 物質科学系研究部門  教授  岩森 光
 地震火山噴火予知研究推進センター  准教授  鎌谷（勝間田）紀子
 財務チーム  一般職員（契約・管理担当）  山本瑠実
 研究事務支援室　職域限定職員　小田原順子 
 研究事務支援室　職域限定職員　長﨑由美子
 研究事務支援室　職域限定職員　野間口由利子
転出 地球計測系研究部門  准教授  田中愛幸
 庶務チーム  係長（庶務担当）  佐藤美智代
 財務チーム  係長（経理担当）  藤原健一
 財務チーム  一般職員（契約・管理担当）  吉川真未
転入 庶務チーム  係長（庶務担当）  熊谷理恵
 財務チーム  係長（経理担当）  平野達也

地震・火山情報

◦2018年1月23日草津白根山（本白根山）の噴火や、
3月1日霧島山（新燃岳）の噴火についての情報が、

「地震・火山情報」で公開されています。
http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/topics/

受賞

◦藤田航平助教らによる大規模数値シミュレーションに関
する研究が、HPC Asia 2018でBest Paper Award
を受賞。

新燃岳溶岩ドーム中央部の隆起。2018年3月10日10時15分ご
ろに発生した爆発的噴火の約5分前に撮影。


